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論文内容の要旨
オフィスでは遠隔地閣で共同作業を行うためのコミュニケーションシステムの実問化が進展しつつあるO
本研究では普及が今後期待されるマルチメテ'ィア会議システムを用いた共同作業支援を研究対象とし共
同作業支援のために会議参加者の発言内存をマルチメディア情報として記録し，検索できるコミュニケー
ション情報管理機能を実現した。
第 l章では，研究目的.研究内容および、本論文の構成写について述べた。
第2章では，会議過程をマルチメディア情報として記録し会議参加者の記憶に基づき発言内容を簡単
に検索できるように，記録された会議諜程に5W1 HC愉en.Where， Who， ¥Vhat. Why. How)の視点から検
索キーを付与する方式を催案したの挺案方式により.参加者の表情や場の雰囲気まで含めた記録および検
索が可能になった。
第3章では，コミュニケーション情報告理機能をマルチメディア会議システムだけではなく. TV電話
に代表される動画と音声ベースのコミコニケーションシステムでの利用を考慮し動的メテ'ィア(映像・
音声)の特徴を利用して会議過程を検索できる方式を提案したじ第2章で示した方式に比べ.動両と荷山
ベースのコミュニケーションシステムでの利用において優れている己とを示した。
第4章では、コミュニケーション情報管理機能を実現する際に，端末過負荷時に背戸・映像の再生処理
が間に合わずに同期再生処理が破綻するという問題を解決するために.端末負侍に耐性のある肯声。映像
同期再牛.方式を提案した。従来研究に比べ，主重要な高声・映像フレームを廃棄することなく，端末の負荷
変動に対して遅延が生じない再生品質の実現が可能になったひ
第5章では，第2章と第3章で提案したコ iュニケーション情報管理機能の家庭への導入方法について
検討し既存の通信路や家庭側端末を大幅に改造することなく実現できることを不した。また，映像符号
化方式に通信用符ザイth"式を用いた場合の時間同期と検索キー付与に関する課題とその解決策を提案し，
現行のTV会議システムへの適用がいj能になることを示した。さらに.会議システムの機能の柔軟性を増大
させる側面かふ利用者の端末の使用状況に応じて適切な符号・復号化方式に変更可能なコミュニケーシ
ョン支援方法を提案した。提案方式により利用者の端末の使用状況に適した両質やフレームレートを得る
ことがi1J能であることをホした。
第61官では本論文の結論をまとめたっ
論文審査の結果の要旨
遠隔地問での共同作業の効本化のため，コミュニケーションシステムの重要性が高まりつつあるが.従
来の研究で=は会議の経過を文字や静止曲ーで記録したため.会議において試行錯誤されている様子などの重
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要な過程の記録が困難であった。
本論文は，会議過存，をマルチメテ'ィア情報として記録し記録された会議過程に5Wlfl((仙en.Where， 
Who， What， ~~y， How)の視点から検索キーを付与することにより，発言内容の検索を容易にすることがで
きるコミュニケーション情報管理)j式を提案している。また，本h-式により，会議における試行錯誤のよ
うな結論に至るまでの経過が記録・検索I1f能となり，会議進行の過程の理解が容易になることを示してい
る。
っさに，コミュニケーション情報管理機能をマルチメディア会議システムだけではなく， TV会議やT
V電話のような動画と音声ベースのコミュニケーションシステムで利用するため，動的メテぜィア(映像・
音声)に対して色パレットを用いてマーキングを行って会議過程を検涙する方法を提案し，検索時聞をか
なり短縮できることを示している。
また，コミュニケーション情報管理において，端末過負荷時に音声・映後の再生処理が間に合わずに周
期再生処理が破綻するという問題を解決するため，復号するストリーム聞の相対優先度とフレーム問の相
対優先度によって優先度処理を行い，あらかじめ定めた重要なシーンカットや音声を優先した復号・再生
を可能にしている。フレーム聞の相対優先度による優先処理は，国際標準のMPEG4で"DegradationPrior喧
ity(品質劣化優先)"として採用され.その向効性が評価されている。
さらに，コミュニケーション情報管理機能の適用に際して問題となる時間周期を.時間周期の概念がな
い通信用符号化方式を映像符号化方式に用いた場合でも可能にできるような検索キーの付加方法を提案し，
現行のTV会議システムへの適用が可能になることを示している。
以上のように，本論文は会議の過程をマルチメディア情報として記録管即するコミュニケーション情報
管理システムについての研究成果をまとめたもので多くの知見を見出しており，マルチメテ@ィア処四工学
の発展に寄与するものと考えられるのしたがって本論文の著者は博土(工学)の学位を受ける資格を有す
るものとS忍める。
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